
石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸と天守台上をつなぐ石段である。
最上段での幅は約5.5mである。

積
み
方
石
材
等

踏み面、側面とも花蘭岩の切石を用いた石段である。
側面はほぼ同規模の切石を用いた谷積である。
石段石材の裏面に「杉七」の墨書が見られる。
撤去時に側面の石材の裏面に分鋼形・Oの中にXの刻印が見られたことから、
と考えられる。
目地は見られない。

旧石垣石材を再加工した

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態であつたが撤去した。

石
垣
の
変
遷

明治34・ 35年の玉藻廟建築に際し、
平成18年 12月 に撤去した。

築造された石段である。

目
地
の
状
況

-101-



跡 石 査

石垣番号 地 区 木丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 地久櫓 石材 花闘岩、安山岩

転用石 4E 亥J 印
O、 ×、長方形、分
銅形、ち、り

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
副離
陥没 1崩落 1曜蔑P

他
等
の
損
そ
焼 託鑢争‖罐 1莱纂写1危険度

a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

8.75

築造時期 生駒期・松平初期 改修 有 基底都

修 理 解体中 文献資料

発掘調査 『
史跡高松城跡地久柊台発掘調査概報 (平成■～
15年度)』

その他
の調査

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸南東部の地久櫓台の東面石垣である。
高さは中央部で約8.6m、 全長は天端で約9mである。
勾配は77度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい
る。
石材は方形で丸みのあるものが多く、規模はやや大ぶりのものが多い。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は左隅角2石 目にO・ ×、4石 目に分鋼形、8石 目にO・ ×、10石 目に長方形 。ち・り、11石 目の右
面に上、14石 目に○・×、17石 目右面にOの中にXが見られる。
目地は見られない。

破
損
状
況

間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・発掘調査によると、生駒期に築造及び改修されたか又は松平初期に格台下部まで改修が及んでいると考
えられる。
・平成11年度から解林修理が行われている。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方  位 南 角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 地久櫓 石材 花聞岩、安山岩

転用石 径
〔

刻  印
○、×、長方形、○
の中に×、分銅形、

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ
ハラミ |フ レ

け
離
欠
剥 朧 1崩落1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 篭娼摯‖罐 1響 1危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

14.70

築造時期 生駒期
。松平初期 改修 有 基底部 地 山

修  理 解体中 文献資料

発掘調査
『史跡高松城跡地久櫓台発掘調査概報 (平成11～
15年度)』

他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備 考 調査年月日
平成19年 3月 30日



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸南東部の地久櫓台の南面石垣である。
高さは中央部で約8.5m、 全長は天端で約8.9mである。
勾配は70度前後と緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で丸みのあるものと角張つたもの等が混在する。規模はやや大ぶりのものが多い。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
根石は上の石垣より半石分ほど外へ突出した状態で並べられ、基盤である砂礫の上に若干の栗石を下
に敷いた状態で直接置かれている。
転用石は見られない。
刻印は左隅角6石 目に上、10石 目にO・ X、 4石 目右側2石 目に上、右隅角1石 目に長方形、3石 目に分
銅形9石 目に長方形、13石目に長方形、17石 目にOの中に×、11石 目裏面に上、17石 目裏面にOの中
に×、5石 目左側2石 目に上が見られる。

破
損
状
況
・石垣中央部のハラミが著しい。

石
垣
の
変
遷

・発掘調査によると、生駒期に築造及び改修されたか又は松平初期に櫓台下部まで改修が及んでいると考
えられる。
・平成 11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積 」
方 位 西

角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 地久櫓 石材 花闘岩、安山岩

転用石 径
〔

刻  印
○の中に×、 (、 分
銅形

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 脱形

|の他
乙損等 閻

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

s23 A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

13,72

築造時期 生駒期・松平初期 改修 基底部

修  理 解体中 文献資料

発掘調査
『史跡高松城跡地久櫓台発掘調査概報 (平成■～
15年度)』

他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は本丸南東部の地久櫓台の西面石垣である。
高さは中央部で約7.5m、 全長は天端で約7mである。
勾配は74度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも花蘭岩の切石を用いて積み上
げられている。
石材は方形の角張つたものや角が取れて丸みのあるもの等が混在する。規模はやや大ぶりなものが多
ヤ` 。

両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は左隅角2石 目にOの中に×、4石 目裏面に上、5石 目裏面に上、6石 目裏面に上、右隅角5石 目に
(、 7石 目にOの中に×が見られる。
目地は見られない。

破
損
状
況
・石垣の中央部のハラミが著しい。

石
垣
の
変
遷

。発掘調査によると、生駒期に築造及び改修されたか又は松平初期に櫓台下部まで改修が及んでいると考
えられる。
・平成11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況
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史 石 査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

―
―
―
コ

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩、安山岩

転用石 雀
（

刻 印 征
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 触 1崩落1曜訪?

その他
焼損等 篭虚摯‖罐 1響 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.2

築造時期 明治以降 改修 基底部

修  理 解体中 文献資料

発掘調査
『史跡高松城跡地久櫓台発掘調査概報 (平成11～
15年度)』

他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

・   :   ,   I

協 ョ

「

F

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸南東部の地久櫓台の北側に付属する小石垣の北面石垣である。
高さは中央部で約2m、 全長は天端で約2.6mである。
勾配は73度 と緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい
る。
石材は方形で、規模は大ぶりなものが多い。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
左隅角の最下位の石は約1/3ほ ど突出している。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降の石垣である。
・平成 11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況



rA・城跡 石垣 査
石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 内 (多聞椙台) 石積工法 乱積 ―
―
―
ヨ方 位 東

角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
＾

亥」 F「 41

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 曜議?看

他
等
の
損 1竜鯵争‖寮握1髭纂写1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修  理 解体中 文献資料

発掘調査
『史跡高松城跡地久櫓台発掘調査概報 (平成■～
15年度)』

他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

＼
碑

備 考 調査年月 日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸南東部の地久櫓台の北側に付属する小石垣の東面石垣である。
高さは中央部で約2m、 全長は天端で約2.9mである。
勾配は77度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられてい
る。左隅角は入隅である。
石材は方形で角張つたものが多く、規模はやや大ぶりなものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・明治以降の積み直しの可能性がある。
・平成11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況



石垣調査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣都位 大蔵 石積工法 乱積

」
方 位 南 角

石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 地久梧 石材 花闘岩、安山岩

転用石 4J・ 麦J F「 鶴
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
久
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等 顧

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.24 4.64 208

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 解体中 文献資料

発掘調査
『史跡高松城跡地久櫓発掘調査概報 (平成11～ 15
年度)』

他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

と
・
韓

干

備 考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は地久櫓台中央にある穴蔵の北壁である。
高さは中央部で約1,9m、 全長は天端で約5.6mである。
勾配は87度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は丸みのあるものが多く、規模はやや小ぶりである。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・平成11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況
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史 石

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

―

キ

ー

ー

ー

し

石垣部位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入 柳編
上部構造物 地久櫓 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 径
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 1崩落1曜訪?

他
等
の
損
そ
焼 篭繊争‖罐 1葵纂写1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 解体中 文献資料

発掘調査 『
史跡高松城跡地久櫓発掘調査概報(平成11～ 15
年度)』

その他
の調査

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は地久櫓台中央にある穴蔵の東壁である。
高さは中央部で約2m、 全長は天端で約4.8mである。
勾配は80度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角張つたものや角が取れて丸みのあるもの等混在する。規模も大小混在する。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

平成11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況
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起跡高松城跡 石垣 査
石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

―

―

キ

ー

ー

し

石垣部位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 地久福 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
小

刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落1曜議P隆盤 篭鯵争‖罐 1莱峯峯1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端角配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 解体中 文献資料

発掘調査 『
史跡高松城跡地久格発掘調査概報 (平成11～ 15
年度)』

他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

・ ::`|       ,

i議 い |、 1

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は地久櫓台中央にある穴蔵の南壁である。
高さは中央部で約 1.8m、 全長は天端で約5.3mである。
勾配は84度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角張つたものや角が取れて丸みのあるもの等混在する。規模も大小混在するが、上部に大ぶりな
石材が多く見られる。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

平成 11年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況
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石

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣都位 穴蔵 石積工法 乱積

」
―

―

キ

ー

ー

ー

し

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 地久櫓 石材 花筒岩、安山岩

転用石 征 刻  印 縄
＾

況
　
因

緋
と
鯉

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等 閣 胴

影響の

程度
危険度

D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 解体中 文献資料

発掘調査
『史跡高松城跡地久福発掘調査概報 (平成11～ 15
年度)』

他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は地久櫓台中央にある穴蔵の西壁である。
高さは中央部で約 1.9m、 全長は天端で約4.6mである。
勾配は84度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角張つたものや角が取れて丸みのあるもの等混在する。規模も大小混在するが、大ぶりなものが
多い。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・平成H年度から解体修理が行われている。

目
地
の
状
況
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跡 城跡 石 査

石垣番号 1039 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞櫓台) 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花南岩

転用石 征
ヽ

亥」 F「 径

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落醒説?隆盤

軽微な
改変 罐 1響 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.20 0.42 0.24

築造時期 生駒期 。松平初期・新郭造築期 改修 基底部

修  理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 平成18年度
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は本丸多聞櫓の南側を区画する北面石垣である。
高さは中央部で約0.4m、 全長は天端で約6.Omである。
勾配は90度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。1段ないしは2段積であり、右端部は上段の石が無く
なつている。
石材は方形で、規模は大小混在するが、上段の石は大ぶりである。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。築造時期は不明である。
・絵図にはこの石垣に続く多聞櫓台が西へ延びているが、現状では無いことから明治以降に改変があつた
と考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 その他 石積工法 布積

方 位 東 角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右

右隅角 不 明
その他
特記

上部構造物 石材 安山岩、花筒岩

転用石 征
小

亥」 F口 銀

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没 1崩落 1理蔑P

他
等
の
損
そ
焼 託握摯1罐 1響 1危険度

D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端角配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

262 057

築造時期 生駒期・松平初期 。新郭造築期 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査 平成18年度 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

鞍
山
慕

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸虎口を区画する東面石垣である。
高さは中央部で約0.5m、 全長は天端で約2.8mである。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩、安山岩の割石を用いた布積である。2段積であり、北端の石は前方に動かされて
ヤヽる。
石材は方形で、規模は標準的なもので揃つている。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。北端の石を除き、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。築造・変遷については不明である。

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 穴蔵 石積工法 舌し積

方 位 南
角

石

（算

木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 天守 石材 花南岩、安山岩

転用石 径
＾

亥! F「 上

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 鰈 1崩落1曜議?

その他
焼損等 F誡妻下「罐 1響 1危険度

D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 をこ男需クu西魯 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.66

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成18年度
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

左隅角に金物の痕跡
その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵入回の北壁である。
高さは中央部で約2.7m、 全長は天端で3.8mである。
勾配は86度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい

る。
石材は方形で、角張つたものが多く、規模はやや大ぶりなものが多い。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は天端中央に上、天端中央の上面に上が見られる。
左隅角に金物の痕跡が見られる。
日地は見られない。

破
損
状
況

玉藻廟に伴 う階段設置のため左隅角の最上段の石が欠損している。
右端付近の間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。
昭和38年のボーリング調査に伴う穴がある。

石
垣
の
変
遷

・天守改築に伴い築造されたと考えられる。

日
地
の
状
況
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跡 石垣調査
石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御縮
上部構造物 天守 石材 花商岩、安山岩

転用石 径
＾

叛J  F口 ×

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落曜議?隆鰈 篭繊争‖罐 1智 1危険度

Sl D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

687

築造時期 松平初期 改修 基底部

修  理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成18年度
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

!:鷲

:_々ぷ 4

舜 ギ
(!塩犠賊

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵の西壁である。
高さは中央部で約2.5m、 全長は天端で約7.lmである。
勾配は80～ 86度 と変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は切石を用いて積み上げられてい
る。右隅角は入隅である。
石材は角張つたものや角が取れて丸みのあるもの等混在する。規模はやや大ぶりなものが多い。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は左隅角3石 日に×が見られる。
目地は見られない。

破
損
状
況

玉藻廟建築により最上段の石が欠損するところが見られる。
間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況



石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 穴蔵 石積工法 積士́口

方 位 南 角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 天守 石材 花南岩、安山岩

転用石 4E 蕨J E口 銀
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
久
剥 腱 崩落1曜議?

をの他
毛損等 秒 1映握1諮 危険度

D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成18年度
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

■
ヽ

→■ ャ・

' 1静

4J雲 > 1...   _ _ 、、

ぜli l´ェゴ‐
‘
一汽ォ

．
一　
ブ
縛
゛

一絲

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵の北壁である。
高さは中央部で約2.4m、 全長は天端で約14mである。
勾配は80度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角張ったものや角が取れて丸みのあるもの等混在する。規模はやや大ぶりなものが多い。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況



史跡高 城跡 石垣 査
石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

良増攀毛娼摯1罐 1響 1危険度

石垣部位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 天守 石材 花南岩、安山岩

転用石 径
（

亥J F口 鉦
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 パ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔚?

a2  1   b3  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1203 2.37

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成18年度
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備 考 調査年月 日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵の東壁である。
高さは中央部で約2.3m、 全長は天端で約12.4mで ある。
勾配は82度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角張ったものや角が取れて丸みのあるもの等混在する。規模はやや大ぶりなものが多い。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石 査

石垣番号 地 区 本 丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位 角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 天守 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
＾

レ可  F「 径
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等

肇傲な

改変
損
態
破
状 期観

危険度

s23 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 基底部

修  理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成18年度
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵の南壁である。
高さは中央部で約2.4m、 全長は天端で約14.2mである。
勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花南岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は角張つたものや角が取れて丸みのあるものが混在する。規模はやや大ぶりなものが多い。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・間詰石のヌケと最上段の石の欠損が見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 天守 石材 花闘岩、安山岩

転用石 鉦
〔

蕨J Fロ ○の中に×

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ
ハラミ |フ レ

け
離
久
剥 鰈 崩落1曜議?

その他
焼損等 託握摩‖罐 1智 1危険度

D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.55

築造時期 松平初期 改修 基底都

修  理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成18年度
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵の西壁である。
高さは右端で約2.8m、 全長は天端で約2.5mである。
勾配は80～ 85度 と変化する。

積
み
方
石
材
等

石積は花南岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅
は入隅である。
石材は角張つたものが多く、規模は大ぶりなものが多い。
右隅角は完成度の高い算本積である。
転用石は見られない。
刻印は右隅角2石 目にOの中にXが見られる。
目地は見られない。

破
損
状
況

最上段の石の欠損が見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 1047 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 穴蔵 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 天守 石材 花南岩、安山岩

転用石 伍
＾

彦J  F口 狂
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落1曜議P脹鰈 篭娼傘‖罐 1響 1危険度

s23 R13 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.24 2.66

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 平成 18年度
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

右隅角に金物の痕跡
他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
平成19年 3月 30日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は天守台の穴蔵入口の南壁である。
高さは中央部で約2.6m、 全長は天端で約3.7mである。
勾配は85～88度 と変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい
る。
石材は角張つたものが多く、規模は大ぶりである。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
右隅角に金物の痕跡が見られる。
目地は見られない。

破
損
状
況

。最上段に土管設置による破損がある。
・昭和38年のボーリング調査に伴う穴がある。

石
垣
の
変
遷

・天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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査

石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 切石、野面 石垣位置

石垣部位 雁木 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩、安山岩

転用石 径
小

刻  印 長方形

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 崩落1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 篭賜ξ‖罐 1巽象峯1危険度

al  l   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 平成18年度 その他
の調査

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備 考 調査年月日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は本丸から天守へ上る雁木の上段である。
最下段の幅は約3.Om、 高さは右端で約2.4mである。
残存する段数は10段である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は、最上段から4段 目までの踏み面は安山岩の野面石、5段 日以下は花蘭岩の切石を用いた石
段である。側面は安山岩、花蘭岩の野面石の乱積である。
石材は角張つたものと角が取れて丸みのあるものが混在し、規模はやや小ぶりである。
転用石は見られない。
刻印は7段 目踏石の右側面に長方形、8段 目踏石の右側面に長方形が見られる。

破
損
状
況

最上段から4段 目までの踏み面は破損が著しい
左側面にハラミが見られる。

石
垣
の
変
遷

天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡 城跡 石垣 査
石垣番号 地 区 本丸

石
垣
様
式

積み方 切石、野面 石垣位置

石垣部位 雁木 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花開岩、安山岩

転用石 征
小

レJ  F「

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑P

その他
焼損等 1託鯵争1罐 1莱纂峯1危険度

s23 al l b2 1 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 平成19年度
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

備  考 調査年月日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は本丸から天守へ上る雁木の下段である。
中段の幅は約4.3m、 高さは左端で約2.4mである。
段数は11段である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石と安山岩の野面石を用いた石段である。側面は花蘭岩、安山岩の野面石の乱
積である。
石材は角張つたものと角が取れて丸みのあるものが混在し、規模はやや小ぶりである。
転用石は見られない。
刻印は見られないが、雁木上面で検出した石材に分銅形が見られる。検出された刻印石は天守穴蔵入口
部分にあたる配1041石垣の左隅角最上段に該当する可能性が高い。
日地は見られない。

破
損
状
況

踏み面は最上段から3段 目までの左右両端の破損が著しい。
左側面にわずかなハラミが見られる。
右側面は玉藻廟の石段による破損が著しく、基底部の1段のみ残存する。

石
垣
の
変
遷

天守改築に伴い築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史 石

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

一ヽ
 
―

イ‐
¬
|

一 二 聖

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 簾椿 石材
花闘岩、疑灰岩 (一
部)

転用石 征
＾

刻  印 鉦
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状 期破

危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10.75

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『英公外記』

発掘調査 『高松市文化財調査報告書 史跡高松城』 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A 積み方が不自然
B,矢穴
C ′ヽラミ
D 目地
E_算木積
※周館石のヌケ
(後から入れている)

下半は算木がみられない。他は全て野苗石。※上半の算木 (切石)は他と石材加工も異なり、後世の改修とみられる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸北東隅の旧海面外壁石垣であり、集櫓台の北面を構成する。現状では外部道路歩道に面

する。
高さは中央部で約4.3mであるが、下部は埋められており本来はもつと高い石垣である。全長は天端で約
8.5mである。
勾配は75度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも下半が野面石、上半が割石によつて積み
上げられている。
石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は大きいものが多いが、小石材も混在する。

両隅角は完成度の低い算木積である。左隅角では隅角石と築石の合端がかみ合つていない等積み方が乱

雑なところが見られる。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

石垣上部から下段にかけて薄いハラミが見られる。
間詰石のヌケが多く、ヌケ部分にコンクリー ト片等を詰め込んでいる。

石
垣
の
変
遷

両隅角の石材が上下により異なることから、積み直しが考えられる。
『英公外記』によると寛文2年 (1662)に落雷により建物の焼失があつたと記載されており、同時期に石
垣の積み直しがあった可能性がある。

目 IIMの 位 置 、 状 淵 目舶 の面側 百材瓶獲 石 材 形 状 示 材 想 撞 繕 み ナ 目舶 の率 十 事 由

左隅角下部から右上が り

で天端まで至る目地

芹 イロJ 花 簡 詢1み ほぼ同規模 野面石乱繕 暇角部積み直し

オ〒イロ‖ 語 岩 ¬.み 野面石乱繕

右隅角近傍天端か ら右側
へ容形 の 目的

谷 形 の 中 滓 需 共 苛 み 中はやや小ぶ
n

野面石 ヨ′繕 蹟み直し

谷 形 の 外 花簡岩 丸 み 野 面 石 剖 繕

目
地
の
状
況
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査石垣調

石垣番号 地区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 野面、割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 簾福 石材
花南岩、安山岩 (一
部)、 凝灰岩 (一都)

転用石 征＾
刻  印 盤

ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 朧 1崩落1曜蕩P

その他
焼損等 篭握傘‖罐1留 1危険度

有

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.21

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『英公外記』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A.ズレ出し
B 間結石のスケ
※モルタルで全面を固める

※出閉の下半は算木積とならず、

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸北東部の旧海面外壁の東面石垣であり、廉櫓台の東面を構成する。現状では外部通路歩
道に面する。
高さは中央部で約4.3mであるが、下部は埋められており本来はもつと高い石垣である。全長は天端で約
6.lmである。
勾配は70度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石材は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は下半が野面石、上半が割石によって積み上げられ
ている。左隅角は入隅である。
石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は大きいものが多いが、小石材も混在する。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。右隅角中段の隅角石が前面へ突き出すようにズレが見られ、不安定な状態にある。
・ほぼ全面の目地にモルタルが詰められている。

石
垣
の
変
遷

・右隅角の石材が上下により異なることから積み直しが考えられる。
・『英公外記』によると寛文2年 (1662)に落雷により建物の焼失があつたと記載されており、同時期に石
垣の積み直しがあつた可能性が考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞掻 石材 花闇岩

転用石 征
小

レ可  E口 征
小

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ け
離
欠
剥 陥没1崩落曜蕩?隆盤

期
繊

損
態
破
状

雛
酸 危険度

有 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央角配 右端勾配 右角勾配

61.92 62.34

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修 理 文献資料
『英公外記』『高松城下図屏風』
『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

後世の積み直じ
間結石ヌケ
ハラミ
欠損
モルタル召吉め

からlmぐ らいの間に焼根あり(1662年 の火災の跡?)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

全体に閤詰石のスケが多くみられる

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣はニノ丸北部の旧海面外壁石垣であり、第櫓と武櫓をつなぐ多聞櫓台北面石垣である。現状では

外部道路歩道に面する。
・高さは中央部で約6.lm、 全長は天端で約61.9mで、長大な石垣である。
・勾配は68～77度 と場所によつて一定しないが、概ね緩やかである。

位
置

・
規
模
等

・石材は花南岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は切石によつて積み上げられている。右隅角は入隅

である。
・石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多いが、大石材や小

石材も混在する。
・左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・石垣中段から下段にかけて薄いハラミやズレが見られる。
・天端では欠損が見られる。
・間詰石のヌケも散見される。
・築石部中央の下部では、焼損が見られ、寛文2年 (1662)の火事によるものと考えられる。

・部分的な積み直しは見られるが、築造当時のものが残る可能性が考えられる。

石
垣
の
変
遷
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史跡高 成跡

石垣番号 2004 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積
‐一―   ――  ―――――――― ―― ―――

「 =こ
と
=]__  _!  |

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切 石

右隅角 出
その他
特記

ノリ上3石

上部構造物 多聞福 石材 花闘岩

転用石 征
＾

刻 印 征

況
　
因
醐と礎

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 1崩落1曜蒻?

ｋ

妍

他
等
の
損 稔賜傘1罐 1髯象写1危険度

良好 l s23 a3  1  bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.23 2.75

築造時期 松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料
『英公外記』『高松城下図屏風』
『旧高松御城全図』

発掘調査 『高松市文化財調査報告書 史跡高松城』 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A_瞭間
B ヌケ
C 矢穴
D.後世の積み直し部分

備  考 短い石垣のため中央高 。中央勾配省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣はニノ丸北部の旧海面外壁石垣であり、廉櫓と武櫓をつなぐ多聞櫓台の東面石垣である。
・高さは右端で約6.3mであり、全長は天端で約2.2mである。
・勾配は81度 と平均的である。

・石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いた布積によつて積み上げられてい

る。左隅角は入隅である。
・石材は丸みのある形状のものと方形の切石が使用され、規模は両石材ともやや小ぶりである。
・右隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

間詰のヌケが見られるが、概ね良好である。

『高松城下図屏風』によると、配2003石垣と配2006石垣が出隅によつて接合するように描かれている
が、『旧高松御城全図』では現状のように描かれており、松平期に入り血2003石垣と配2006石垣の出

隅部分を改変し、入隅にしたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目地 の位 置、状況 目如 の 両 側 否材 績義 石材影峡 若排規櫨 繕 み ナ 自舶 |ゐ率牛事 由

右隅角部近傍の縦 目地 岸イロ11 語 共 方形 詢.み ほぼ同規模 割石乱繕 右隅角部の積み直し

右側 朽 需 井 ナ 影 切石布繕

目
地
の
状
況
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査石

石垣番号 2005 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 野面、割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 例編
上部構造物 武櫓 石材 花蘭岩

転用石 征
〔

刻  印 鉦
ヽ

況
　
因

餓
と
理

破

　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

双 ケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

s234 A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.05 5.59

築造時期 松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料
『英公外記』『高松城下図屏風』
『旧高松御城全図』

発掘調査 『高松市文化財調査報告書 史跡高松城』 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A.ズレ出し
B.鶴結めのヌケ
C ワレ
D,割れた石材が分離している

下から2石目の石材のワレによる荷重不均衛
て上部石材にもワレ等を引き起こしている

※問緒石のヌケが多くみられ、出阻部にも空隙があるため不安定な状描

'ュ
す!

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸北部の旧海面外壁石垣であり、武櫓台の北面を構成する石垣である。
高さは中央部で約6.2m、 全長は天端で約5,lmである。
勾配は79度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。左隅角下半は野面石、上半は割石を用いて積み上げ
られている。右隅角は入隅である。
石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は40～50cm程度の標準的なものが多いが、大石材や小
石材も混在する。
左隅角は算木積を意識しているが、完成度は低い。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・左隅角では石材のワレ、ズレなど大きな変形が見られ、合端がかみ合つておらず極めて不安定な状態に
ある。
・間詰石のヌケも多く見られる。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』によると、配2003石垣と比2006石垣が出隅によって接合するように描かれている
が、『旧高松御城全図』では現状のように描かれており、松平期に入り配2003石垣と配2006石垣の出
隅部分を改変し、入隅にしたと考えられる。
左隅角の使用石材が上下で異なることから、改修された可能性が考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 2006 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 野 面

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 武櫓、鉄門 石材 花南岩

転用石 銀
＾

亥J F口 径
（

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ラヽミ
|フ
レ

け
離
欠
剥 触 崩落1曜議?

他
等
の
損
そ
焼 篭α摯1罐 1稗 1危険度

A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5 57 83/76 83/76 85/75 85/73 80/71

築造時期 生駒期 改修 有 基底部 地山、礫敷き

修  理
平成16・ 17年度解体修理 (左隅)
『鉄門石垣調査・整備工事報告書』

文献資料 『英公外記』

発掘調査 『鉄門石垣調査・整備工事報告書』
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

大矢穴
多少ズレ出し

間諮石のヌケ
重大なワレ (隅角全体に影響)
築石代わりに後に問諮石詰め込
んだものか
焼けによるヒビ

根石近くは焼機のある野面
上部は火災後の修築か

岬
ｒ
一

※左隅部は平成16年度解体積み直し
(Nα 2026石垣崩落に伴う)

F

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣は三ノ丸北部の旧海面外壁石垣であり、武櫓台の東面を構成する石垣である。三ノ丸の北面石垣

によつて城内外に画される。
・高さは中央部で約6.4m、 全長は天端で約25.3mで ある。
・勾配は75～ 85度 と場所によつて一定しないが、概ね平均的である。

。石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は割石、右隅角は野面石によつて積み上げら

れている。問詰面積の多いゆったりとした積み方である。
・石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多いが、大石材も見

らオ化る。
・左隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・右隅角の下部の石材にはフレ、ズレが生じており、かなり不安定な状態となっている。
・左側を中心に焼損が広く見られ、寛文2年 (1662)の火事によるものと考えられる。

。発掘調査によると、石垣下都と上部の勾配が異なっており、また出土遺物や目地から17世紀中葉以降に

少なくとも1回以上の積み直しがあつたことが判明している。
・平成 16・ 17年度に左隅角近傍を解体修理。

石
垣
の
変
遷
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城跡 石垣 査
石垣番号 1  2007 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣都位 1外 (内堀に面する) 石積工法 谷積、乱積 (一部)

方 位 1東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 黒櫓 石材 花筒岩、安山岩

転用石 征ヽ
刻 印 無

況
　
因

鰍
と
擢

破
　
破

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没

1崩
落
1曜蕩軍 隆 鰈 篭鯵争1験握1巽纂峯1危険度

良好 a3  1  bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央角配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図扉風』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

穴

石

矢
大

Ａ

Ｂ

※隅角都以外は全面谷積

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸北東部の黒櫓台の東面石垣である。
高さは中央都で約5,Omで あるが、石垣下半は後世の石垣と考えられるNo2010石垣によつて隠れており、

本来はもつと高い石垣である。全長は天端で約9,lmである。
勾配は82～ 86度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の割石を用いた谷積であるが、下半は乱積である。両隅角とも割石によつ

て積み上げられている。
石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は40～ 50cm程度の標準的なものより、やや小ぶりのも
のが多い。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』では、配2012石垣がそのまま北へ延びているように描かれており、松平初期に築造
されたと考えられる。
・積み方が不統一であり、谷積部分は後世の積み直しと考えられる。
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垣調査石

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 黒櫓 石材
花闘岩、安山岩

転用石 径＾
刻  印 征

＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議?

その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1巽纂写1危険度

良好 s24 a31 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.02

築造時期 松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査
他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

間請石ヌケ

矢穴

A  力``

もゃぎ持

※斜めの目地が数本入る。後世の積み直しか。

備 考 調査年月日
平成16年12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ丸北東部の黒櫓台の南面石垣である。
高さは中央部で約4.9mであるが、石垣下半は後世の石垣と考えられる配2011に よつて隠れており、本来
はもつと高い石垣である。全長は天端で約3.Omである。
勾配は73度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は割石によつて積み上げられてい
る。左隅角は入隅である。
石材は丸みのある形状のものが多い。石材の規模は40～50cm程度の標準的なものよりやや小ぶりのもの
が多い。
右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・間詰のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』では、配2012石垣がそのまま北へ延びるように描かれており、松平初期に築造され
たと考えられる。
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跡 城跡 石垣』査
石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 東南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩

転用石 径 刻  印 鉦

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1締 1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 稔鮭争1罐 1軍纂寧1危険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2 72 2,71

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石の谷積 (日地にモルタル)

※明治以降のもの

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸東側の堀石垣であり、導水路の入口にあたる南西面石垣である。
高さは中央部で約2.7mで、全長は天端で約4.7mである。
勾配は73度とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。全体に曲線状の石垣で両隅角とも入隅である。
石材は方形で、規模は40～ 50cm程度の標準的なものよりやや小ぶりのものが多い。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。
・目地には全面モルタルを詰めている。

石
垣
の
変
遷

・明治以降の水門設置時に築造されたものと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

癌覆攀篭α摯‖罐 1響 1危険度

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 東 角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩

転用石 征
＾

表l E日 雀
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 |ズ レ ハ ラ ミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議?

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2,68 2,77

築造時期 明治以降 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石の谷積

※明治以降のもの

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は三ノ丸東側の堀石垣であり、黒福台の東面腰巻石垣にあたる。
高さは中央部で約2.7m、 全長は天端で約8.9mである。
勾配は70度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。左隅角の出隅は緩やかな曲線を描く。右隅角は入隅で
ある。
石材は方形で、規模は40～50卿程度の標準的なものよりやや小ぶりのものが多い。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・明治以降の水門設置時に築造されたものと考えられる。

目
地
の
状
況
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調査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 その1他 (後世のもの) 石積工法 谷積

方 位 南 角
石
（算
本
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 径
＾

刻  印 縫
＾

況

　
因

餓
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状 期綾

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

※明治以降のもの

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸東側の堀石垣であり、黒櫓台の南面腰巻石垣にあたる。
高さは中央部で約2.lm、 全長は天端で約2.6mである。
勾酉己は67度 とかなり緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。右隅角は緩やかな曲線を描く。
石材は方形で、規模は40～ 50cm程度の標準的なものよりやや小ぶりのものが多い

転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

左隅角は入隅である。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・明治以降の水門設置時に築造されたものと考えられる。

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 塀 石材
花闇岩、安山岩、凝
灰岩 (一部)

転用石 征＾
刻  印 征

ヽ

況
　
因

鍬
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 1崩落1曜議?

その他
焼損等 篭賜争‖罐 1髯象軍1危険度

w3s2 有  ‖  a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

38.0/2.0 7.53 76(上 ) 78(上 ) 65(上 )

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

ハラミ

※水際凝灰岩が多い
ヌケたところを後で詰めてモルタル詰めしているが上部がハラミ出与

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日



石垣項目別カルテ

・本石垣はニノ丸東側の東面石垣で、内堀に面する。
・高さは中央部で約6.9m、 全長は天端で約43.3mである。
・勾配は65度とかなり緩やかである。

・石の積み方は花開岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。水際には一部疑灰岩も見られる。両隅角と

も入隅である。
・石材はやや丸みのある形状のものが多く、規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い。
・基底部の1石を前面に持ち出すアゴ止め石が置かれ、石垣の安定を図つている。
・転用石、刻印は見られない。

・長大な石垣面の中央部の中段に薄いハラミが見られる。
・水際にヌケが多く、モルタルを詰めている。

,生駒期に築造されたと考えられる。
・下部分約lmは非常に緩い勾配で、上部の勾配と異なることから、積み直しがあつた可能性がある。
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城跡 石
石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石、野面

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御綿
上部構造物 塀 石材 花聞岩、安山岩

転用石 鶴
ヽ

刻  印 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1解 1曜蕩牢

その他
焼損等

軽微な
改変 験窪1髭纂睾1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

隅角石と隅磁石の短い石垣

備  考 短い石垣のため中央勾配 。右端勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は長大なニノ丸東面の堀石垣を区切る1～ 2石の幅をもつ北面石垣で、内堀に面する。
高さは左端で約7.2m、 全長は天端で約1,4mで ある。
勾配は85度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。左隅角は割石によつて積み上げられている
が、下部には野面石も用いられている。右隅角は入隅である。
石材はやや丸みのある形状のもので、規模は標準的なものよりやや小ぶりである。特に下部に小ぶりな
石材が多く見られる。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・隅角部石材が上部と下部で異なることから、積み直しが行われていると考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 ニ ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 塀 石材
花闘岩、安山岩、凝
灰岩 (一部)

転用石 笠
＾

亥1 印 征
小

況
　
因

鰍
と
搬

破
　
破

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 触 崩落1曜蒻軍

他
等
の
損
客
」と
嗜 篭鯵會‖罐 1髭象軍1危険度

a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

24.65 27.5 7.45 76(上 ) 82(上 ) 80(上 ) 80(上 ) 79(上 )

築造時期 生駒期 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｓ

Ｃ

Ｄ

矢穴
目地
ワレ石材所々アリ (水際)

最下段の隅角石は野面か?

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

。本石垣はニノ丸南東部の東面石垣で、内堀に面する。
・高さは中央部で約7.5m、 全長は天端で約24.7mである。
・勾配は80度 と平均的である。

。石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも害1石を用いて積み上げられてい

る。
・石材はやや丸みのある形状のものが多く、規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い。
・基底部の1石を前面に持ち出すアゴ止め石が置かれ、石垣の安定を図つている。
・左隅角は完成度の高い算木積、右隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・石材のフレが見られるものの、石垣面は安定している。

・下部約lmは非常に緩い勾配で、上部の勾配と異なることから積み直しがあつたと考えられる。

色 d14の粒督 こ没沈 日41の面側 石
―
紡 巨養 石材形 状 石 材 類 櫨 繕み芳 目朗の率生事 由

左隅角下部か ら石垣天端
I「 至ス女 トパ VIの 日 IIb

左側 絃 鰯 方形 詢】み ほぼ同規模 野 面 希 司 緒 左隅角部積み直し

右側 絃 舗 岩 方 形 詢`み 野 面 石 乱 積

目
地
の
状
況
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石 査

石垣番号 1  2015 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方
野面、割石、
部)

切石 (一
石垣位置

石垣都位 1外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 1南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 文機、鞘橋 石材 花筒岩、安山岩

転用石 鉦＾
亥」 印 銀

＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 朧 1崩落1曜議?

その他
焼損等

s23  1   s2 有 A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.0/11.0/
86.68/5,0

5。 84/4.17

/7.38
77/78 74/81 80/76 75/72

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

ハラミによつて切込ハギの石材の合場が
空いてきて、除間が目立つ。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸南部の南面石垣で、内堀に面する。右隅角近傍で鞘橋を渡し、橋台となる。左隅角一帯

では文櫓台の石垣を構成する。
・高さは中央部で約4,2m、 文櫓台部分で約5。 8m、 右端で約7.5mで ある。全長は天端で約58,6mで ある。
・勾配は74～84度 と変化するが、概ね平均的である。

・石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石と割石を用いた乱積であるが、文櫓台部分は加工精度の低い切石

の乱積である。右隅角は割石、左隅角は切石によつて積み上げられている。
・石材はやや丸みのある形状のものが多く、規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い。
・基底部の1石を前面に持ち出すアゴ止め石が置かれ、石垣の安定を図つている。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

。長大な石垣面には中段から下段にかけてハラミが見られ、左隅角付近は比較的大きい。
。中段には石材のズレやフレが見られる。間詰石のヌケも散見される。
・づ,水管を設置したため中央部で積み直しが行われている。

。両隅角を中心に積み直しが考えられる。

石
垣
の
変
遷

キlal101面側 |な赫綱撤 li! 兎翼5務発注蘇 |, :酢贈 嚇 籍 生 事 由

生隅角下部から天端に至
スを トパ hゐ 日14M

午欄 | 花簡岩 杉 囀 み ほ ぼ 同規 模 酵雨 石 嗣`清 右隅角部積み直 し

右倒 |
序 酪 嬰 芳杉 苛 み 肝雨 石 』.宿

右中間に天端から下部に
至 ス 公 彰 日 腑

谷形 の 中 花 簡岩 芳杉 魂 み ほぼ同規模 野面 石 割 繕 谷状部分の積み直し

か築造時のもの谷形 の外 れ際嬰 青杉 苛 み 野雨 看 』,宿

百垣中央部に天端から下
Llt〉r至 ス公彰 日IIM

谷形 の 中 ル舗磐 芳 杉 前 み ほぼ同規模 野百 石 謝.藉 谷状部分の積み直し

か築造時のものド形 の外 花 臨岩 杉¬み 野雨 石 謝,繕

生中間に天端か ら下部に
歪ス公彰 日IIL

谷形 の 中 ″酪蓼 杉 前 み ほ ぼ 同規模 野百 石 ∃ 繕 谷状部分の積み直し

か築造時のもの徐形 の外 花 筒岩 形 当 み 野面 石 ヨ,繕

生隅角近くの天端から下
211〉 r至 ス ■ 下 ぶ nィめ 日靴

生 lRll 脇 腑 碧 形 ほぼ同規模 切石 割 糟 笙隅角部積み直 し

告欄 | 柁詢岩 片杉 囀 み 野 雨 石 嗣.清

目
地
の
状
況
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査石垣訓

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、切石 (一部) 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 文櫓、塀 石材 花商岩、安山岩

転用石 刻  印 鉦

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズレ |ハ ラミ |ワ レ 欠け
剥離 陥没1縛 1曜議牢

他
等
の
損
そ
焼 竜鯵争‖罐 1発纂寧1危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

52.65/9.0 4.74/5.04 90/68 82/70 81/74

築造時期 生駒期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状 A 石材風化 B 礎石転用?(柱座状のくばみ) C 闘詰石ヌケ D
E 中央部天端付近ハラミ出し (樹木の影響?) F 積み直し (切石〉
※右の構台石垣 (切石)は合端がきちんと合つていない。石材が動き出し?

うすいハラミ
G くばみ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

。本石垣はニノ丸西部の西面石垣で、南西の文櫓と北西側の弼櫓を結ぶ石垣である。内堀に面していたが

埋め立てられ、現在南半分は琴電の駅舎、ホームに隣接する。
・高さは中央部で約4.9mであるが、下部が埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約61,7mである。
・勾配は74～81度 と変化するが、概ね平均的である。

・石の積み方は花聞岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は切石によつて積み上げられてい

る。左隅角は入隅である。
・石材はやや丸みのある形状のものが多く、規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い。
・右隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、亥1印は見られない。

・中央部下段で薄いハラミが見られる。
・全体的に焼損による石材の劣化が見られる。

・右隅角等に積み直しが考えられる。
・石垣下部は後世に埋められている。

石
垣
の
変
遷

日抑 の付 置 ヽ燎 ツロ 目 B4-の 両 4Rl 百紡 繕 窪 石 材 形 減 石材綿構 縮 み方 目地の発生事 由

左 隅角部近 くで上方 に皿

形 の 目 llj

m形 の 中 脩脇岩 方形丸み ほぼ同規模 野而石 剖.結 皿状部分の積み直 し

か築造時のものⅢ 形 の 外 棺 舘 方形 丸み 野面石 コ繕

左 中間の天端か ら下部 に

不 る方 下が りの 目llll

芹 IBH 8井 方形 詢】み ほぼ同規模 野 面 示 割 繕 築造時の偶発的なも
の右イ則 権 需 井 方 形 詢`み 野 面 石 乱 橋

右隅角部近傍の縦 目地 千イ酬 材脇岩 ★影 詢み ほぼ同規模 野而石布繕 隅角部積み直し

若 御 朽臨井 方形 朗 石 布 繕

目
地
の
状
況
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史跡高松

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 布積

`索 ＼
＼

優=
Ｔ
鶴

格

跡

ユ
ー

ー

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 ]昭櫓 石材
花闇岩、安山岩 (一
部 )

転用石 径
＾

蕨1 印 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没1締 1曜蒻?

その他
焼損等 鴇斃李1罐 1髭纂軍1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.72

築造時期 生駒期・松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

※形の権つた方形の大石を用いて丁寧に転む
切石はノミ仕上げ

問詰石少々ヌケ

備  考 短い石垣のため中央高省Hle 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ丸西部の弼櫓台南面石垣である。内堀に面していたが下部は埋め立てられ、現在緑地に面
してヤ`る。
高さは中央部で約4,7mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天
端で約3.lmである。
勾配は83度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の加工精度の低い切石を用いた布積である。左隅角は切石で積み上げられている。
右隅角は入隅である。
石材は方形の角張つた形状のものが多く、規模はやや小ぶりなものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石、亥J印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

配2016石垣に貼り付けた石垣であり、後出すると考えられる。

『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』では描かれていないが、『高松城下図屏風』に描かれており、生駒
期に築造されたものか松平初期に築造されたものか不明である。
石垣下部は明治以降に埋められている。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石、割石、野面 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

硝

岬
絆

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 弼橋 石材
花蘭岩、安山岩 (一
部)

転用石 径
ヽ

レJ  F「 径
小

況
　
因

鮒
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ
欠け
剥離 陥没 1崩落 1曜嘉P

他
等
の
損
そ
焼 秒 1禁握1響 危険度

良好 a3  1   bl D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.56

築造時期 生駒期・松平初期 改修 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

焼けた跡のような感じ

ノミtL」ュげ

※隅角、天端付近はノミ加工した大きさの競つた切石を用いている

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日



石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸西部の弼櫓台西面石垣である。内堀に面していたが埋め立てられ、現在緑地に面してい

る。
高さは中央部で約4.6mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約9.7mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた布積が主体であるが、中央部下半では害1石や野面石を用いた布積と

なっている。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形形状とやや丸みのある形状のものが混在し、規模は標準的なものが多いが、大小の石材も混

在する。両隅角石にはノミ仕上げが全石材に見られる。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』では描かれていないが、『高松城下図屏風』に描かれており、生駒

期に築造されたものか松平初期に築造されたものか不明である。
・石垣下部は後世に埋められている。

目地の位 置、状況 目 拍 の 両 rEl 石材 績 襄 石材形状 石 材 規 模 繕 み ナ 日 41の 率 十 事 由

全体的にみられる横目地 全 面 花南岩 方形切石・一
とR・hた

ほぼ同規模 切石布積 布積

目
地
の
状
況
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査跡 石垣訂
石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 弼搭 石材
岩南
，
花

都
安山岩 (一

転用石 征＾
刻  印 錘

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
欠け
剥離
朧 1縮 |% 他

等
の
損
そ
焼

損
態
破
状鞭鍛
監象峯1危険度

良好 a3  1   bl  l   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.77 3.77 3.79

築造時期 生駒期・松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

ノミ仕上げ

※切石部分はノミ跡が明瞭に認められる

備  考 短い石垣のため中央高省Ile 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ九西部の弼櫓台北面石垣である。内堀に面していたが埋め立てられ、現在緑地に面してい
る。
高さは左端で約3.8mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天端
で約2.8mである。
勾配は82度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は複雑で、花聞岩の割石を用いた乱積で、右隅角部及び上段は切石を用いた布積である。左
隅角は入隅である。
石材は方形形状とやや丸みのある形状のものが混在し、規模は標準的なものが多いが、下段や隅角で大
石材も混在する。右隅角石にはノミ仕上げが全石材に見られる。
右隅角は完成度の低い算木積で積み上げている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』では描かれていないが、『高松城下図屏風』に描かれており、生駒
期に築造されたものか松平初期に築造されたものか不明である。
・石垣下都は後世に埋められている。

目
地
の
状
況



史跡 城 石

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

鶴

構

跡

石垣部位 外 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花戯岩

転用石 毎
＾

亥l  F日 鉦
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 崩落1曜誘?

他
等
の
損
そ
焼

損
態
破
状鞭嬢
留 1危
険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

8.47 3.77

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修  理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 明治期以降の積j
B 間詰石のヌケ
C モルタル詰め
D 焼け (剥難なし)

※石垣面揃わず。左隅角は後世の改変による開田部。

明治期以降の積み直し

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

・本石垣はニノ丸北西部の西面石垣である。内堀に面していたが埋め立てられ、現在は城郭
への西の玄関

口の石垣となつている。
・高さは中央部で約3.3mで あるが、下都は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約8.3mである。
・勾配は78度 と平均的である。

・石の積み方は花聞岩の野面石を用いた乱積である。左隅角の下半は野面石、上半は切石を用いて積み上

げられている。右隅角は入隅である。
・石材は丸みのある形状のものが多く、規模は大ぶりのものが多い。
・左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・焼損のある石材も見られるが、石材の傷みは見られない。
・モルタルを塗り込めた目地も部分的に見られる。

左隅角は明治以降に開口部拡張のため積み直されている。

石
垣
の
変
遷
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史跡高松 査

石垣番号 2021 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 野面、割石

角の形状

左隅角 出 右 切 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 簾櫓、多聞櫓 石材
花筒岩、安山岩 (一
部 )

転用石 4L 蕨」 F「 征

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 1解 1叩

その他
焼損等

損
態
破
状鞭賊
発嘉峯1危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

22.83 24 24 3 54

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修  理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A.焼機
B,ワ レ落ち
C 間詰石ヌケ
D ズレ
E ハラミ
F 焼けて欠け
G 積み直しライン

※右隅角は後世の改変による開口部。全体に焼損による石材劣化、間詰石のヌケが目立つ。

備  考 調査年月日
平成16年 11月 8日
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石垣項 目別カルテ

。本石垣はニノ丸北西部の西面石垣である。海に面していたが、埋め立てられており現在は高松城跡の西

の玄関口に位置する石垣である。
・高さは左端で約4.6mであるが、下部は埋められており、本来はもつと高い石垣である。全長は天端で約

22.9mで ある。
・勾配は中央部で74度 とやや緩やかであるが、右端で79度、左端で84度 とばらつきが見られる。

位
置

・
規
模
等

・石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。右隅角は切石、左隅角は野面石と割石を用いて積み

上げられている。
・石材は丸みのある形状のものが多く、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の低い算木積である。
・石垣面は乱積特有の凹凸が見られるが、築石のズレなどにより、その程度は大きい。
・天端は不揃いである。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・右隅角近くで薄いハラミが見られる他、中央部で数石のズレが見られる。石材がフレ落ちているもの

や、聞詰石のヌケが隅角近くで見られるが、石垣全体の崩落を引き起こす破損にまでは至っていない。
・石垣面全体が戦災による焼損を受けており、石材の劣化が見られる。全体に茶褐色に変色している。

右隅角は明治以降に開口部拡張のため積み直されている。

石
垣
の
変
遷
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跡 城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 石積工法 谷積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 P日 (勿 1橋口) 石材 花聞岩、安山岩

転用石 4E 刻 F「 径

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1罹蔑P

他
等
の
損
そ
焼 篭鯵争‖罐 1髯象軍1危触

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

(7.0)7.65

築造時期 松平初期
。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A.ヌケ
B モルタル詰め
※明治以降の開口部。両端は布積、中央は谷積。

|・
・1為―

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ丸西部の開口部の南面石垣で、現在城郭への西の玄関口に面する石垣である。
高さは中央部で約3.lm、 全長は天端で約6.5mである。
勾配は80度と平均的である⑥

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい
る。
石材は丸みのある形状のものが多く、規模は標準的なものや、やや小ぶりのものが多い。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『小神野夜話』等によると、松平初期から新郭造築期にかけての記述に、新たに開口した門とされてい
る。
・現在の石垣は明治以降に開口部を拡張したものと考えられる。

目
地
の
状
況



石垣

石垣番号 2023 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面 石垣位置

石垣部位 内 (格台) 石積工法 舌し積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 例編
上部構造物 多聞柊 石材

花筒岩、安山岩 (一
部)

転用石 征
＾

刻  印 征
＾

況
　
因

鰍
と
腰

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落1曜議?隆鰈 耽争罐 詫繁軍1危険度

良好 a3  1   bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.82

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

明治期以降の積み直し

天端石ヌケ

※問詰石はほとんどが平石にかみ合わず浮いた状態。
後から詰め込んだものか。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 17日



石垣項目別カルテ

・本石垣はニノ丸北西部の多聞櫓台の東面内石垣である。西の玄関口の裏側の石垣となつている。

・高さは中央都で約2.2m、 全長は天端で約10.4mで ある。
・勾配は83度 とやや急である。

・石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積であるが、左隅角近傍は谷積が見られる。左隅角は切石を用

いて積み上げられている。右隅角は入隅である。
・石材は丸みのある形状のものが多く、規模は標準的なものが多いが、小石材も比較的多く見られる。
・左隅角は完成度の低い算木積である。
・転用石、亥1印は見られない。

天端石に欠損が見られるが、概ね良好な状態である。

。左隅角は明治以降の開口部拡張に伴い積み直されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目JHIの位置、状況 日 帥 の 面 佃‖ 百1/r種泰 石材 形 状 石材規模 繕 み ナ 目■llの率牛事 由

左隅角下部から右上がり
trギ 催 と

「
至 ス 日 fllt

左 側 材 誦 岩 方形 詢`み 左側割石が小
式 n

野面石谷積 円角部積み直し

右イ則 花脇岩 方 形 詢 み 野 雨 石 剖ィ橋

目
地
の
状
況
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史跡高松

石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 雁 木 石積工法

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御臨
上部構造物 石材

花南岩、凝灰岩 (一
部 )

転用石 径
〔

刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラ ミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜議P

他
等
の
損
そ
焼 冤胞摯‖罐 1智 1危険度

良好 有 ‖ a3 1 b3 1 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 不 明 改修 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A.石材劣化
B.目地モルタル
※踏面は板石状の凝灰岩て劣化がみられる

側面積石は野面石で間結石所々ヌケ

備  考 雁木10段 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は三ノ丸北西部の簾櫓台へ上る雁木である。
上端での幅員は約1.9mで ある。

積
み
方
石
材
等

花蘭岩の割石を用いている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

石材の劣化が見られる。
目地には全面モルタルを詰める。

石
垣
の
変
遷

。築造年代は不明であるが、『旧高松御城全図』に描かれており、明治以降のものではない。

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 内 (多聞櫓台) 石積工法 乱積、谷積 (一部)

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花闇岩、安山岩

転用石 征
心

亥l E日 毎
（

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1罹嘉P

その他
焼損等 篭泡摯‖罐 1響 1危険度

s2t2 s23 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

60.22 56.75 2.25

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 石垣面凸田
B 天端石が波打つ (左側は欠損もあり〉
C 小ハラミ
D ズレ

※右寄 りのズレ出した石材は落下のおそれあり

備 考 左角勾配雁木により計測不可 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸北部の廉櫓台と武櫓台をつなぐ多聞櫓台の南面内石垣である。
高さは中央部で約2。 lm、 全長は天端で約60.2mである。
勾配は78度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積である。部分的に割石による谷積が見られる。両隅
角とも入隅である。
石材は丸みのある形状のものが多く、規模は標準的なものが多い。
転用石、亥J印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・石垣中央部の中段で築石のズレ出しが見られる。
・天端石の欠損や中段から下段にかけて薄いハラミが見られる。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』には石垣中央やや西寄りに雁木が描かれているが、現在雁木は存在しておらず積み
直しがあつたことを示唆する。

目
地
の
状
況



史跡 城跡 石 査

石垣番号 2026 地区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣都位 内 (搭台) 石積工法 乱積、谷積 (一部)

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 武柊、鉄門 石材 安山岩、花闘岩

転用石 征
ヽ

刻  印 鶴
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没1崩落曜議P隆盤 篭賜争‖罐 1髭象軍1危険度

A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

21.95 解体 角年やヽ

築造時期 生駒期 改修 有 基底部 地山、礫敷き

修 理
平成16・ 17年度解体修理
『鉄門石垣調査・整備工事報告書』

文献資料 『英公外記』『旧高松御城全図』

発掘調査 『鉄門石垣調査。整備工事報告書』
その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

(平成16年度解体積み直し)

マツの根が押し出し崩落

備  考 右端勾配解体 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣はニノ丸北東部の武櫓台及び鉄門の西面内石垣である。
高さは中央部で約2.8m、 全長は天端で約22mである。
勾配は80度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は安山岩、花聞岩の野面石を用いた乱積であるが、左隅角に割石による谷積が見られる。
右隅角は割石によつて積み上げられている。左隅角は入隅である。
石材は丸みのある形状のものが多く、規模は標準的なものが多い。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

石垣中央部から右側にハラミが見られる。
平成 15年 10月 25日 に松の根によりき損。
平成 16・ 17年度の解体修理では石垣中央部のハラミまでは修理していない

石
垣
の
変
遷

発掘調査により17世紀中葉以降に少なくとも1回以上の積み直しがあつたことが判明。
左隅角部の谷積部分は、『旧高松御城全図』によると雁木が描かれている。谷積の部分は長い石材が多
く、雁木の石材を再利用して積み直したと考えられる。
平成16・ 17年度に右隅角近傍を解林修理。

目
地
の
状
況



史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 2027 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣都位 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 鉄門 石材
花南岩、安山岩 (一
部)

転用石 加工石 刻  印 銀
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラ ミ |フ レ 欠け
剥離 陥没 崩落曜蒻?臨鰈 耽争罐 影響の

程度
危険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 1 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.5 3 75

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修  理
平成16。 17年度解体修理 (全面)
『鉄門石垣調査・整備工事報告書』 文献資料 『英公外記』

発掘調査 『鉄門石垣調査 。整備工事報告書』
その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 焼損
B ワレ
C,大石 (紙 1658m、 横 150cm)
D 矢穴
※全画日地モルタル詰め

※門石垣で大石を用いて積む

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣はニノ丸北東部の鉄門の南面内石垣である。
高さは中央都で約3.7m、 全長は天端で約6.5mである。
勾配は85～ 90度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた乱積である。両隅角とも割石で積み上げられているが、最下段は
野面石である。
石材は丸みのある形状のものが多く、規模は標準的なものが多いが大石材も見られる。
両隅角とも完成度の高い算本積である。
鏡石右側石材は雁木状の加工が施された石材を転用していることが解体修理で判明した。
刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・全体にハラミが見られ、日地全面にモルタルが詰め込まれていたが、平成 16・ 17年度に解体修理を実施
した。

石
垣
の
変
遷

・発掘調査により17世紀中葉以降に少なくとも1回以上の積み直しがあったことが判明。
。平成16・ 17年度に地上部分は全面を解体修理。

目
地
の
状
況



史跡高松城跡 石垣調査石

石垣番号 2028 地 区 ニノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石 石垣位置

石垣部位 石積正法 乱積、谷積 (一部 )

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 黒櫓、鉄門 石材
花闘岩、安山岩 (一
部)

転用石 銀
小

刻  印 鉦
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1解 1曜議?

その他
焼損等 毯 ‖践握1留 危険度

良好 n3 a3  1   bl D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

7.68

築造時期 生駒期 。松平初期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A_矢穴
B 谷積
C.続け
D.ワ レ
E,大石 (鑓190un x横 160om)

※問石垣で大石を用いて積む。一部新しい石材が見られる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 17日
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